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フィールドワークを評価する   
－「フィールドワークー共生の森もがみ」の3年間の総括－  
杉原 真晃  
（基盤教育院・高等教育研究企画センター）  
ものにするためには、より継続的かつ広範囲の調査  








































1．「山形大学エリアキャンパスもがみ」の誕生   
大学が地域社会と連携して、研究や教育を進めて  

















力育成が進められている。   
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プログラムごとに随時   
LMSへの活動記録の打ち込み  
LMSを活用した授業外での中間学習  
1う LMSへの活動肥鐸の打ち込み  
事後レポート提出  
各プログラム終7後2週間以内 プレゼンテーションに対する   
ニー1三 評価ポイントの捷示  
活動報告会：7月下旬－8月上旬 プレゼンテーションの練習会  
図1「フィールドワークー共生の森もがみ」  
の授業デザイン（春学期スケジュール）   
2．「フィールドワークー共生の森もがみ」の概要  































学習も設定している。   
事後レポート提出では、全日程終了後に、1，000  
字程度の事後レポートを書き、学生は体験を通して  















年度山形大学教養教育シラバスより）。   
木陰業は平成18年度より開講され、年間約20プ  
ログラム（1プログラムあたり約10名）、200名を  
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項目   回答数  割合（％）   
大変よかった   62   51．2％   
まあまあよかった   49   40．5％   
ふつう   6   5．0％   
あまりよくなかった   4   3．3％   
まったくよくなかった   0   0．0％   









価されていることがわかる。   
評価の次に、その理由について自由記述してもら  
項目   回答数  割合（％）   
地域や社会全般について考えるようになった   75   62．0   
自然や環境について考えるようになった   71   58．7   
授業で知り合った友人との交友が続いている   63   52．1   
l1▼l形が好きになった   47   38．8   
さまざまな人とコミュニケーションをとることがで   
46   38．0   
きるようになった   
さまざまな人とかかわりを持とうとする社会性が   
身についた   
44   36．4  
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自分の郷土について考える機会が増えた   37   30．6   
「考える」習慣が身についた   26   21．5   
活動的になった   25   20．7   
山形大学が好きになった   21   17．4   
大学の授業全般に対する学習意欲が向上した  19   15．7   
主体的に学習するようになった   14   11．6   
その後，何度か授業で知り合った地域の人々と   
13   10．7   
の交流を持っている   
人に優しくするようになった   9．1   
書く力や情報収集力等の学習スキルが身に付   
6   5．0   
いた   
本授業で学んだ知識・技能を大学生活や日常   
6   5．0   
生活で活かすようになった   
将来，山形県最上地域に住みたいと思うように   
4   3．3   
なった   
回答者数   121  





・失敗を重ねても改良や研究で成功に至り、家や資   
料館、集会場に取り入れるようになった点。  
・昨年の洞爺湖サミットで、世界中から来た報道関   
係者が利用する大型施設で、雪を使った冷房シス   
テムを設けたと聞いた時、この授業を思い出せた。  
学生B（3年生）  











































・山形について、楽しみながら学習することができ   
ました。  
・夜とても暗くて、星がたくさん見えました。初め  
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ての経験でした。  











・山形の田舎の厳しい現実を目のあたりにして、深   
く考えた。  
・過疎化に直面しながらも、地域を愛する地元民の   
熱意が伝わった。  表3 「フィールドワークー共生の森もがみ」  
地域住民からの3年間の総合評価  
（回答者数59）  学生H（1年生）  
・町役場の人に、「自分の町が好きだ」ということを   
語って頂いた場面。  
・夕食でごちそうになったもつ煮込みが、裸電球の   
光に照らされている場面。   
項目   回答数  割合（％）   
大変よい   25  44．6％   
まあまあよい   23  41．1％   
ふつう   8   14．3％   
あまりよくない   0   0．0％   
まったくよくない   0   0．0％   
「まあまあよい」と「ふつう」の間   1．8％   




























いう質問を行った。結果は次の通りである。   









山形大学高等教育研究年報 第4号 2010年3月   













表4 「フィールドワークー共生の森もがみ」  
学生が地域の活動に参加することの「良かった点」  
（回答者数59名）  
項目   回答数  割合（％）   
自分自身にとって、よい経験になった。   32   54．2   
地域の高齢者の方々にとって、よい交流と   
32   54．2   
なった。   
楽しかった。   29   49．2   
地域の子どもたちにとって、よい経験にな   
25   42．4   
った。   
地域が活気づき、明るくなった。   24   40．7   
地域の子どもたちが、大学生がまた来るの   
20   33，9   
を楽しみにしている。   
地域の魅力を新たに、改めて知った。   20   33．9   
元気が出た。   19   32．2   
地域の課題に新たに、改めて気づいた。   17   28．8   
地域住民同士の交流が活発になった。   15   25．4   
その後も継続的に学生が来てくれるように   
15   25．4   
なった。   
生きがいをあらためて感じた。   14   23．7   
学生に将来地域に根づいた活動をしてもら  14   
23．7   
える可能性が高まった。   
地域活性化に関するアイデアが豊かにな   
13   22．0   
った。   
大学生が来て、経済的効果があった。   13   22．0   
地域の青年にとって、よい交流たなった。   9   15．3   
さまざまな資金援助（競争的資金、補助金  4   
6，8   
など）を獲得することに役立った。   
特に良かった点はない。   1．7  
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である。   
そして、次のような感想も見られた。  






































楽しさと希望の向上、生きがいの発見、地域活性化   
・地域の人々は、行動、考え等がどうしても単調的  









すことで、あらためて自分のことを再確認するこ   





























杉原真晃＝小田隆治・出川真也（2008）「山形大学   
の挑戦－『山形大学エリアキャンパスもがみ』   




OECD編（相原総一郎、出相泰裕、山田礼子訳）『地   
域社会に貢献する大学』玉川大学出版軌2005  
年．  
佐藤学「学びの対話的実践へ」佐伯脾・藤田英典・   





ー19－   
山形大学高等敦育研究年報 帯4号 2010年3月  
資料1：フィールドワークー共生の森もがみ」3年間の総括アンケート（学生用）  
（質問項目のみ記載。表紙、属性を問う質問等は不記載。）  




a．平成18年度春学期【参加プログラム名：   
b．平成18年度秋学期【参加プログラム名：   
c．平成19年度春学期【参加プログラム名：   
d．平成19年度秋学期【参加プログラム名：   
e．平成20年度春学期【参加プログラム名：   
f．平成20年度秋学期【参加プログラム名：  
2．この授業をふり返って，今，どう思いますか？該当する箇所に○印をつけ，その理由をお書きく  
ださい。   
大変  まあまあ  
よかった  よかった  
あまり  まったく  
よくなかった よくなかった  
ふつう  
「由を具体的に   1  
3．この授業について，今，印象に残っていることをお書きください（箇条書きで結構です）。  
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a． 楽しかった。   
b． 自分自身にとって、よい経験になった。   
c． 生きがいをあらためて感じた。   
d． 元気が出た。   
e． 地域の子どもたちにとって、よい経験になった。   
f． 地域の子どもたちが、大学生がまた来るのを楽しみにしている。   
g． 地域の高齢者の方々にとって、よい交流となった。  
h． 地域の青年にとって、よい交流になった。   
1． 地域が活気づき、明るくなった。   
j． 地域住民同士の交流が活発になった。   
k． 地域の魅力を新たに、改めて知った。   
1． 地域の課題に新たに、改めて気づいた。   
m．地域活性化に関するアイデアが豊かになった。   
n．大学生が来て、経済的効果があった。   
0． その後も継続的に学生が来てくれるようになった。   
p．学生に将来地域に根づいた活動をしてもらえる可能性が高まった。  
q． さまざまな資金援助（競争的資金、補助金など）を獲得することに役立った。  
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大変よい  まあまあ  ふつう  
よい  
あまり  まったく  
よくない  よくない  
7．その他、ご意見・ご感想などがございましたら、ご自由にお書きください。  
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